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モノづくリベンチャーーー 新市場創成への挑戦

マイクロ・ダイヤモンドlal 代表取締役 中島 博非Б

1.は じめに
今日まで日本経済の

発展を支えてきたのは

研究開発の積み重ねに

よるモノづくり技術の

向上である。かつて一

時的にモノづくりの大

切さが失われかけた時

期もあったが、現在ではその戦略的な重要性が

あらためて見直され、モノづくりに対する研究

開発に多くのリソースが投入されるようになっ

た。さらに、この10年間に新しい技術開発に挑

戦するいわゆる「モノづくリベンチャー」が急

増しており、こうした新しいモノづくり企業の

参入は日本の製造業を活性化させ今後の日本経

済の発展にも大きく寄与すると考える。

2.当社と微細加工市場
当社は前述のモノづくリベンチャーの一つで

ある。事業基盤となるサーブドマーケットは微

細加工市場である。微細加工といっても伝統的

な「切削加工」から最新の「MEMS」 まで含
まれるが、当社の場合は「切削加工」分野で事

業展開を図つている。事業の中心は単結晶ダイ

ヤモンドあるいはバインダレスcBNを刃先とす
る超微細・高品位加工用マイクロエ具の研究開

発と製造販売である。当社の経営理念は、切削

工具という「ハード」の供給だけでなく、それ

を使用するための加工環境や加工条件といった

「ソフト」面のアドバイスも行う微細切削加工

に特化したエンジエアリング集団になることで

ある。それまで単結晶ダイヤモンドエ具といえ

ば旋削用のダイヤモンドバイトを指していた

が、当社では主にマシニングセンターで使用さ

れる「回転工具」 (極小径 ドリル、極小径エン

ドミルなど)を開発して世界で初めて商業化に
成功した。これにより、ダイヤモンドエ具業界

に新しい製品カテゴリーを誕生させただけでな

く、従来は不可能あるいは著しく困難であつた

硬脆性材料や難削材への切削加工を可能にし

た。このように、これまでになかったまったく

新しい製品の開発により、微細加工分野に新市

場を創成することも当社の目的の一つである。

現在では当社と当社製品の知名度は随分と向上

したものの、さらなる需要の顕在化と新市場創

成のためには乗り越えなければならない課題が

多い。

3.用途開発
新しい製品を生み出す場合の最大の課題は用

途開発である。いくら良い製品が出来ても売れ

なければただの「芸術品」の領域に過ぎない。
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事業として成り立たせるためにはこれを「工業

製品」にしなければならない。もちろん既存技

術の高度化 。高精度化あるいは代替技術という

ように、製品開発段階からある一定の用途が見

えている場合には、開発後はまずそうした用途

に営業展開を集中させて事業を軌道に乗せるこ

とも重要である。課題はさらに事業を拡大する

上で必要な新しい用途を開発し、かつ急速に拡

大させることにある。この新しい用途開発はこ

れまでの自分たちの経験や見聞の中から見出さ

れる場合もあるが、実は他分野あるいは他業種

の者が見出した用途開発が大変重要になる場合

もある。その一例として、当社のバイングレス

cBN工具による光学ガラスヘの延性切削加工と
いう用途の開発があつた。これは機械振興協会

に在籍される飯塚先生の研究から生まれた用途

開発である。当時、光学ガラスの切削加工に

cBN工具を使用するなどということは大学の先
生でも思いつかないあるいは研究するに値しな

いと判断されていた。この開発により、現在で

は光学関係だけではなくバイオチップのような

マイクロリアクター分野にも応用が進んでい

る。一般的にモノづくりのための技術やノウハ

ウは機密事項として扱われ、社外への持ち出し

や日外は厳しく管理・制限されている。そのた

め、一般企業で開発された用途が市場全体に拡

大するには時間が必要である。一方、機械振興

協会のような公的機関による用途開発の場合に

は広報や学会などを通じて容易に広めることが

可能である。モノづくリベンチャーにとっては

こうした公的機関による「モノづくり応援団」

の存在は非常に頼もしい限りである。

4.横展開の壁
前述の機密事項に対する厳しい制限や管理

は、特に、金型加工技術の海外流出により国内

の金型業界が大打撃を受けて以降はますます神

経質になっている。そのため、顧客先で製品や

技術情報を他部署へ紹介出来る機会が減少して

いる。例えば、同一事業所の同一部署に在籍し

ている同僚でも、担当プロジェクトが違えば、

どこの製品を使用しているかあるいはどこの業

者と取引しているかさえ教えないというようなこ

とまである。したがって、担当者ベースによる

いわゆるロコミ的な展開は見込めないかあるい

は相当に時間がかかつてしまうというのが現状

である。このことは、特に早い段階でマーケッ

トシェアを抑えたいと考えるモノづくリベンチ

ャーにとっては非常に歯がゆいところである。

5.課題の複雑化・複合化
ユーザーが抱える切削加工における課題にお

いて、従来は機械の問題なら機械メーカーに、

工具の問題なら工具メーカーにそれぞれ個別に

相談すれば解決することが多かった。ところが、

最近特に顕著なのが機械メーカーと工具メーカ

ー、さらに制御ソフトメーカーまで連携しなけ

れば解決できない課題が増加していることであ

る。つまりそれだけ相談される課題が複雑化・

複合化してきているのである。さらに、単結晶

ダイヤモンドを刃先とする回転工具のように、

これまでになかった製品を使用する場合には、

単に工具形状やスペックだけ決まれば解決する

ことはほとんどありえない。したがつて、当社

の場合には機械メーカー側からの要請でユーザ
ーヘ同行する機会が他の工具メーカーと比較し

ても多いのではないかと想像する。さらに、相

談される課題の内容も非常に先進的で超一級品

の難易度のものばかりであるが、仮にうまく解

決できなかった場合でも、そのようにしてつな

がりを持ったユーザーは非常に高い確率で優良

なリピート顧客となる。また、前項でも触れた

機密保持の問題もあり、ユーザー側にこうした

関係業種が複数連携して課題を解決することに

抵抗があるかと想像したが、実際には最新製品

を生み出そうとするユーザーほど積極的である

ことが分かった。こうした連携が最速かつ最良

の解決策を見出す手法として今後はよリー般化

してくのではないかと考える。

6.おわりに
モノづくリベンチャーにとつての事業環境は

10年前に比べると随分と充実してきた。特に、

資金面では補助金・助成金などの種類が増え、

営業面では商談会・展示会などの開催数が増加

している。但し、これらの支援策は主に創業初

期から3年日程度までのベンチャー企業に対す
るものが多い。一時期ブームになったITベ ン

チャーとは違い、モノづくリベンチャーは成長

と拡大にどうしても時間が掛かる。今後はモノ

づくリベンチャーの成長ステージに合わせた支

援策がもっと充実されることを願つて終わりに

したい。

ヘ

ヘ

生年月日 1960年 1月 18日

最終学歴 明治大学工学部 (現理工学部)建築学科卒
現  職 マイクロ・ダイヤモンド帥 代表取締役
趣  味 スキー、スキューバダイビング
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―経済研究所―

§カーエレクトロニクス シリーズ§

1.エ レクトロニクス化による自動車の進化とその影響

自動車単体の電装率が年々拡大している。自動車部品に占めるカー・エレクトロニクス部品

の割合は、小型車で約10～ 15%、 高級車で約20～30%、 トヨタのハイブリッド車プリウスでは
47%に も達しているといわれている1。「環境」、「安全」、「情報」というキーワードはこれから
の自動車及び交通システムを考える上で重要となっており、自動車のエレクトロニクス化はこ

れらを実現する方法の 1つである。中でも環境対応という観点から次世代自動車の動向は、自

動車産業そのものを大きく変えるものと考えられており、そのトレンドをいかに掴むかが自動

車メーカーの成長にとって重要な鍵となる。次世代自動車の本命と思われていた燃料電池自動

車の普及がなかなか進まない中、つなぎの技術と思われてきたハイブリッド車がわが国では環

境対応自動車の本命となっている。しかし、自動車メーカー各社はさまざまの次世代自動車を

投入しつつある。例えばホンダの燃料電池自動車や ドイツメーカーのクリーンディーゼル車、

さらに三菱自工は電気自動車を環境対応自動車の本命として投入しようとしている。今後も、

既存のガソリンエンジンも含めて、各社の特徴を生かしたさまざまのエンジンシステムが併存

し続けると予想される。

カー・エレクトロニクスの進展は自動車産業に新たな展開を見せた。中でもエレクトロニク

スメーカー各社は、自動車産業を収益事業としてとらえて、積極的な事業展開を進めている。

主要なカー・エレクトロニクス部品の参入状況を見てみると、主なエレクトロニクスメーカー

それぞれが複数の自動車メーカーとの取引関係を構築している。こういったエレクトロニクス

化に対応できる部品メーカーはそれほど多くなく、エレクトロニクスメーカーは、カー・エレ

クトロニクス分野において圧倒的に優位な立場に立っている。このことは、エレクトロニクス

化の進展によって広がったパイを享受できているのは一部の部品メーカーに限定されているこ

とを示している。

原油価格の高騰や地球環境問題への対応などから燃費の改善は自動車メーカーにとって重要

な取り組み課題となっている。これに関連するようにさまざまな次世代自動車の開発・投入も

進んでいる。自動車のエレクトロニクス化と次世代自動車開発は密接に関係しており、この範

囲はグローバル規模で拡大する。自動車産業は裾野の広い産業でさまざまの産業の基盤の上に

成立してきた産業である。自動車産業の方向性を考えると、エレクトロニクス産業などのさま

ざまの産業が絡み合って相互に影響し合う、複合産業の様相を今まで以上に強めつつあり、シ

ステム全体を変えてしまう可能性も考えられる。その場合、これまでグローバル競争力を維持

してきた日本自動車産業の競争力が、何らかの影響を受ける可能性もあり、競争戦略を再構築

する必要に迫られるかもしれない。次世代自動車での優位確保は、今後の自動車産業における

位置づけを決める争いでもある。

(調査研究部 小林 哲也)

1日 経Automotive Technology/日 経エ レク トロニクス (2005)『 カー・エ レク トロニクスのすべて』、

日経BP社、 276頁。
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2.図書館資料で見る電気自動車の現状

電気自動車は、自動車関連で現在最も開発が急ビッチで進められている分野で、話題には事

欠かない。一方で、急速に開発が進む分野であるため、書籍等の資料ではあっという間に古び

てしまうという側面もある。

そういった点で、このたび本研究所が発行した報告書
*H19¨

4‐4A「電気自動車の市場動向と

機械関連産業の展開方策調査」には大きな意味がある。本報告書は、電気自動車の歴史を解き

ほぐす (2章 )こ とから始め、開発動向を概要し (3章 )、 日本・欧州における現状を詳細に

調査し (4・ 5章 )、 2007年の電気自動車をめぐる主要な動きを年表形式で示し (6章 )、 その

他の電動車両の動向に日配せしながら (7章 )、 電気自動車普及の取り組み事例を6例紹介し

(8章 )、 電気自動車に対するユーザーの意識に関するアンケート調査を行った上で (9章 )、

市場の今後の展開を予想し (10章 )、 さらには機械関連産業に与える影響まで考察している

(11章 )。 (*11月 STEP研究会にて報告 P5参照)
現時点でここまでまとまった電気自動車関連の資料は類書がなく、図書館に仮に電気自動車

に関して問い合わせがあれば、まっさきにこの資料を勧めるところである。そのような認識を

踏まえた上で、新しい動きを概観するには、雑誌が有効だろう。

まずは「自動車技術研究」(0自動車技術会)が挙げられよう。同誌は、毎年 8月 号に「年

鑑」との副題で自動車関連の話題を総括した特集を組むが、本年の 8月 号でも、電気自動車は

ハイブリッド車・燃料電池車と合わせて一章を割かれている。また、2007年 9月 号でも、まる

まる一冊「最近のハイブリッド車・燃料電池車 。電気自動車」を特集にあてている。同誌は技

術系に強いので、技術関連を詳しく知りたい方にはお勧めしたい。

また、「自動車研究」(0日 本自動車研究所)は、2008年 6月号には「燃料電池・電動車両の

安全性」、 7月号には「FCV o EV・ HEV」 と、2号続けて電気自動車関連の特集を組んだ。こ

ちらも技術的傾向が強いが、最新の海外事情などを紹介した論文もある。

とりわけ今年に入つてから特集があるわけではないが、「日経Automotive Technology」

(日 経BP)は 自動車関連の最新動向を知るためにはいつでも注目しておくべき雑誌だ。2008年

9月 号では、「Liイ オン2次電池、2009年 に飛躍」という記事も掲載された。今後いつ電気自

動車に関する特集が組まれてもおかしくないと言える。

電気自動車開発で難しい問題となるのが、充電をいつ、どこで行うか、また、そうした施設

をどうやって充実させたらいいのか、ということである。雑誌「燃料電池」 (燃料電池開発情

報センター)2008年冬号は、その半分を「水素・燃料電池自動車および水素ステーシヨン」の

特集に割いた。そこで収録された論文16本中実に8本が水素ステーシヨン関連の記事だった。

こうした技術系では多少ついていくのが厳しい、とおつしやられる方にはご安心をいただき

たい。日本を代表するビジネス誌も特集を組んでいる。「週刊ダイヤモンド」(ダイヤモンド社)

は、2008年 8月 2日 号で、「今度のブームは本物か? 電気自動車 始動 !」 と題した特集で、
延べ16ペ ージにわたつて特集を組んだ。カルロス・ゴーン日産自動車CEOの インタビューも含

まれ、かなり充実した内容となっている。「エコノミスト」(毎日新聞社)も 、2008年 8月 12・

19合併号で次世代自動車を取り上げている。

電気自動車は、単に機械的な開発にとどまらず、インフラの面からも考えねばならない。今

後電気自動車関連のニュースは、エネルギーやインフラのニュースと切っても切れない関係を

結ぶことだろう。資料収集担当者には頭が痛いところである。

(情報資料部 堀越 修)

ヽ

ヽ
．
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○経済研究所

11月 のSTEP研究会

STEP研究会 (ご案内〉

・テ ー マ  「新しい電気自動車のマーケットと役割」
・開催日時  平成20年 11月 27日の 13:30～ 15:00
。会  場  経済研究所 B2会議室
・講  師  元財団法人政策科学研究所 主任研究員 唐鎌 圭彦氏
(講演内容〉

石油価格高騰と地球環境問題の深刻化により、EVが脚光を浴びている。しかし、EVは これま

でも市場への挑戦と失敗を繰り返してきた。今回のブームをブームで終わらせないためには何

が必要だろうか。本報告では、海外事例及びアンケート調査を参考に、「内燃機関車代替でない

電気自動車」普及の可能性を検討した。

さらに、普及のための新しいビジネスモデルを提案することで、地域社会のカーボンフリー

化実現の可能性を示した。

*報告書H19‐ 4‐4A「電気自動車の市場動向と機械関連産業の展開方策調査」を基に、講演します。

*出席を希望される方は、HP(http:〃m、 erijspmi.o巧 p)よ りお申し込み下さい。
■ 問い合わせ先 :企画管理室 吉村 TEL:03‐3434-8251

○機械情報産業講演会 (報告〉

9月 29日 0秋田市にて、「秋田のモノづくり・人づくり、その発展戦略を探る」をメインテーマ

に「機械情報産業講演会」を開催致しました。

秋田県をはじめとして、側あきた企業活性化センター、m秋田県機械金属工業会、秋田県電子工
業振興協議会、あきた自動車関連産業振興協議会のご後援を頂き、お陰様にて80名の参加を得て、

盛況のうちに終えることができました。

(講演プログラム)

1.「 自動車部品産業の新展開と県内企業のビジネス拡大の可能性」

調査研究部 研究副主幹 小林 哲也
2.「電気電子産業における受注拡大に向けた中小製造業の発展戦略」

調査研究部 研究員   近藤 信一
3。 「2007年問題 。人口減少社会における秋田のモノづくり。人づくり」

調査研究部 部長代理  北嶋  守

講演風景

この講演会は、競輪の補助金を受けて開催 しました。”″
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―技術研究所―

平成20年度技術研究所一般公開 。講演会のご案内

■ テーマ :「モノづくり 人づくり」
■ 開催日 :平成20年 11月 20日 l■l
■ 場 所 :lpll機械振興協会 技術研究所

○一般公開 :10時～16時30分

当技術研究所及び3共催団体の施設の公開と実演。
今年度は “モノづくり 人づくり"を テーマに、当所の施設ならびに業務の紹介を行います。
また、併せて、講演会も開催いたします。

○講演会 :13時 10分～15時10分
・あいさつ (13:10～ 13:20)0機械振興協会 副会長・技術研究所 所長 梶村 皓二

・技術講演 (13:20～ 13:50)①機械振興協会 技術研究所 計量技術部 精密計測課
技術主幹 大西  徹

「現場環境における二次元測定機の高度化」

製造業における三次元測定機 (CMM)の 普及に伴い、CMMの設置環境も
製造ラインに設置される場合等、測定機としては過酷な環境に置かれること

が多くなってきています。さらに、苛酷な環境においても測定精度への要求
はますます高くなってきています。

本講演では、現場環境においてもCMMの高度化が実現できる方法を紹介い
たします。

・特別講演 (14:00～ 15:00)東京大学大学院 工学系研究科
産業機械工学専攻 教授 中尾 政之

「失敗を活かしたモノづくリー安全な機械をめざして一」
人間には失敗は付き物である。本講演では、失敗事例をデータベースとし
て蓄積し、将来、起こりうる問題を予想し、三度と同じ過ちを繰り返さない
という失敗学を応用した安全、安心なモノづくりへの極意を紹介いたします。

○共催団体

0日 本車両検査協会 自動車試験所 0日 本電子部品信頼性センター 環境試験所
0能力開発工学センター
○協賛団体

的日本機械学会 ③精密工学会

■ 問い合わせ先 :技術研究所 管理部 庶務課
〒203¨0042 東京都東久留米市八幡町トト12
TEL:042-475¨1155  FAX:042-474… 1980
E―ma‖ :kokai@t百 .iSpmi.or.ip

http:〃www.t画 .ispmi.Orilp
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第24回日本国際工作機械見本市「JIMTOF2008」 出展のお知らせ

日 時 :平成20年10月 30日 lbl～ 11月 4日ω
場 所 :東京ビッグサイ ト (東京都江東区 )

■ 加工技術データファイル
西館アトリウム W0025(側機械振興協会技術研究所)
技術協カセンター 技術情報室では、「加工技術データフアイル」を出展します。切削加工 。研
削加工 。研磨加工 。放電加工・レーザ加工など、機械加工を行うために必要な加工条件の設定やト

ラブルシューテイングなどに役立ちます。はじめての方は是非ご確認ください。

●加工事例ネットワーク

実際に加工した時の、加工条件や解説などを記載した「加工事例」が収録された有料データベ

ースです。 9月 末現在4,971件が収録、登録者は24時間利用可能です。はじめて加工する材料の条

件設定や最適加工条件の検討などに威力を発揮します。

●基礎編

切削加工、研削研磨、特殊加工の3種類。実例の「加工事例」に対し、基礎理論をまとめたも

のです。主に機械加工の基礎習得を目的とし、新人教育や教科書として利用される一方、 トラブ
ルシューテイングなど実践的な利用もされています。

●会場特価販売あり

■ 問い合わせ先 :技術協カセンター技術情報室 小川 清司 E‐mJl:ogawa―kαttjspmi.orjp

■ 基盤的生産技術研究会 標準技術活用ビジネス小研究会
西館アトリウム W0016(ORiN協議会/聞機械振興協会技術研究所)
技術研究所 基盤的生産技術研究会 標準技術活用ビジネス小研究会では、当所の研究成果 (競
輪補助事業)を利用した製品、およびORN協議会との共同研究による標準技術を相互活用した応用
製品などを出展します。主な出展項目は、次の通りです。皆様のご来場をお待ち致しております。

′

●標準ネットワークミドルウェアORiN基本ソフト

(ORiN2 SDK(*)等 )

●工作機械・一般機械向けORiN接続機器

(ADDO F2008 0RiN情報収集ターミナル (*)等 )
●工作機械、ロボット、PLC相互接続とMESfヒ

(EXP10、 ORIN2(キ )、 FOCASlプロバイダ (*)、

ADDO F2008 0RiN情報収集ターミナル (*)等 )
●新・旧工作機械向け衝突防止システム (・ )

(参考出展 )

●ASP型工場内設備の遠隔監視・保守用通信機能 (十 )

(参考出展 )

●工作機械向けロボットティーチング簡易システム

出展例 :新 。旧工作機械向け衝突防止

システム (参考出展 )

”″ (*)マークの製品の一部は、競輪の補助金により実施した研究成果の一部を利用しております。

■ 問い合わせ先 :生産技術部システム課 木村 利明 E…mai::‖ mura@trijspmi.orilp
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―事務 局 ―

機械振興会館改修工事竣工式の開催

平成18年 10月 に着工以来 2年間に亘って実施して参りました機械振興会館改修工事が平成20年 9

月に無事竣工し、同月3日 に工事関係者及び入居者をお招きして竣工式を開催致しました。

昭和41年 10月 完成より築40年以上を経過し、20年前に更新しました空調機の再更新に加え、耐震

補強及び内装の一新を行いました。長期に亘りご不便、ご迷惑をお掛けして参りました。この場を

借りて厚く御ネL申 し上げます。

改修のポイント

*従来のセントラル空調システムを活かしながら、各居室に温度調節器、個別空調機を設置するこ

とにより、よりきめ細やかな調整ができるようになりました。また、居室内に耐震補強を行い、

安心 。安全の価値を高めることができました。

*全フロアのトイレの内装・設備 (ウ ォシュレット機能付)を更新するとともに、地下 1階北口付
近に新たに多目的トイレを設けました。

*貸会議室フロアである6階と地下 3階に喫煙室を計 3か所新設し、館内共用部分における分煙化
を図りました。

*正面玄関にデイスプレイを設置し、貸会議室情報を遂次更新できるようになりました。

今後も快適な環境づくりに努めて参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

ヘ

機械振興会館改惨工事競工式及び懇議会

竣工式の開催風景 鉄骨ブレース

喫煙室 会議室利用案内
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機振協 平成20年度第 2四半期の動き

7月 4日 0  第 5回微小領域の計測 。材料分析評価に関する小研究会
7月 7日ω  第26回生産システムの事前評価手法に関する小研究会
7月 9日い  平成20年度第3回調査研究評価委員会
7月 11日 0  第 6回新機械振興賞第 2回幹事会
7月 15日ω  第4回工作機械内衝突防止システム実用化研究会
ク    標準技術活用ビジネス小研究会 。ORiN o MESX共 同アドホック
ク    第3回温度制御に関する小研究会

7月 16日的～18日 0 第4回温度制御に関する小研究会
⌒
    7月 17日 l■l  標準技術活用ビジネス小研究会 。MESX共同 第26回全体会議

7月 23日 Q 第383回STE晰究会
「ベトナムにおける機械産業の現状と動向一現地ヒアリング調査からみたベトナム

裾野産業の姿」

7月 23日い、25日 0 第 5回温度制御に関する小研究会
7月 25日⑥  第10回機械系技術者のためのエレクトロニクス研修会―デジタル回路の応用―
8月 1日 0、 5日ω 第 6回新機械振興賞ヒアリング調査
8月 6日的、 7日 l■l 第 6回温度制御に関する小研究会

8月 18日鯛)、 21日 lbl、 22日 0、 9月 2日し0、 4日 l■l、 5日 0、 12日 0
第 6回新機械振興賞現地調査

8月 20日的  標準技術活用ビジネス小研究会・FAOPRFM共同会議第14回全体会議
8月 21日 l■l  第 5回工作機械内衝突防止システム実用会議

′     8月 22日⑥  標準技術活用ビジネス小研究会 ,MESX共同 第27回全体会議
8月 25日ω  標準技術活用ビジネス小研究会 。ORiN o MESX共 同アドホック
ク    標準技術活用ビジネス小研究会協賛ORiNミ ーテイング

8月 26日の  標準技術活用ビジネス小研究会 。ORiN共同第15回全体会議
8月 27日的  標準技術活用ビジネス小研究会協賛ORiN技術講習会
ク    第27回生産システムの事前評価手法に関する小研究会

8月 29日0  標準技術活用ビジネス小研究会・ORiN・ MESX共同実験
9月 9日例  第 6回微小領域の計測・材料分析評価に関する小研究会
9月 10日 Q～ 12日 0 標準技術活用ビジネス小研究会・ORiN o MESX共 同 M02008出 展
9月 11日 lbl  平成20年度経済研究所委託調査検討委員会

9月 17日 Q  第100回技術研究所運営委員会
9月 18日 lbl  第81回経済研究所運営委員会

9月以日Q  第 6回工作機械内衝突防止システム実用化研究会
9月 25日 lbl 標準技術活用ビジネス小研究会 。ORIN共同アドホック
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9月 29日鯛)

9月 29日鯛)

9月 30日ω

機械情報産業講演会 (秋田市)

第 6回新機械振興賞第 3回幹事会

標準技術活用ビジネス小研究会・ORiN共同アドホック

― お知らせ ―

○技術研究所 生産技術部システム課 技術主幹・

日比野浩典が、このたが0日本機械学会生産シス

テム部門一般表彰の部門貢献表彰を受賞しました8

同賞は、生産システム部門への著しい貢献が認

められる個人、または団体を表彰するもので、

1990年に創設されました。

今回の日比野の受賞は制度創設以来、10人目にあたり、これまで

の日本機械学会生産システム分野における学術、技術、教育、学会

活動、社会活動、国際交流などに関する業績に対して顕彰されたも

のです。

受賞について

ロホ機械掛
彙たンステム椰円

部門貫餞

日比野浩典君

婦 は生濃じ颯テム際円nettit

メリ感FJ噸賦ユt当董ンなシ螂甲電の

欄 uい与しましたのでここに

婦 いたします

2010年
'14ロ

ヘ

ヘ

R!NG!RING!プ ロ ジ ェ ク ト 、 は じ ま る 。

●に向かってrんばる人たちの●いと、それを応●するケイリンの●い。2つの想い″自輌率の目●となって、

■っすぐ彙素に■んでいけるように.みんなrやりたいことを
'な
え、もっと興日の●r広″つていくように.

ケイリンの相助事彙は「RING:RING:プ ロジェクト」に生まれ
=わ
り,す .

R硼ッ!
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